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環境福祉委員会会議記録 

 

 

                      環境福祉委員会委員長 佐々木 宣和 

１ 日時 

  令和６年４月 16 日（火曜日） 

  午前 10 時０分開会、午前 11 時 58 分散会 

２ 場所 

  第５委員会室 

３ 出席委員 

  佐々木宣和委員長、畠山茂副委員長、佐藤ケイ子委員、柳村一委員、福井せいじ委員、 

鈴木あきこ委員、吉田敬子委員、佐々木努委員、木村幸弘委員 

４ 欠席委員 

  なし 

５ 事務局職員 

  三浦担当書記、久保田担当書記、藤川併任書記、千葉併任書記、高橋併任書記 

６ 説明のために出席した者 

環境生活部 

大畑環境生活部長、小國副部長兼環境生活企画室長、 

加藤環境担当技監心得兼環境保全課総括課長、阿部若者女性協働推進室長、 

吉田環境生活企画室企画課長、藤井若者女性協働推進室青少年・男女共同参画課長 

７ 一般傍聴者 

  なし 

８ 会議に付した事件 

(１) 環境生活部関係 

（請願陳情） 

受理番号第 19号 女性専用トイレの存続を求める請願 

(２) 医療局関係 

（継続調査） 

「ＰＥＴ－ＣＴを活用した認知症検査について」 

９ 議事の内容 

○佐々木宣和委員長 ただいまから環境福祉委員会を開会いたします。 

 この際、本委員会の書記に異動がありましたので、新任の書記を紹介いたします。 

 三浦担当書記。 

 久保田担当書記。 

 高橋併任書記。 



 2

 次に、先般の人事異動により新たに就任された執行部の方々を御紹介いたします。 

初めに、環境生活部の人事紹介を行います。 

新任の大畑光宏環境生活部長を御紹介いたします。 

○大畑環境生活部長 環境生活部長の大畑光宏でございます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○佐々木宣和委員長 大畑環境生活部長から、環境生活部の新任の方々を御紹介願います。 

○大畑環境生活部長 それでは、環境生活部の新任職員を御紹介いたします。 

 加藤研史環境担当技監心得兼環境保全課総括課長です。 

 吉田知教環境生活企画室企画課長です。 

 千田志保環境生活企画室特命参事兼グリーン社会推進課長です。 

桜田功環境生活企画室ジオパーク推進課長です。 

木村真智県民くらしの安全課総括課長です。 

今俊晴県民くらしの安全課消費生活課長です。 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○佐々木宣和委員長 御苦労さまでした。 

 次に、保健福祉部の人事紹介を行います。 

 野原企画理事兼保健福祉部長から、保健福祉部の新任の方々を御紹介願います。 

○野原企画理事兼保健福祉部長 それでは、保健福祉部の新任職員を名簿順に２回に分

けて御紹介いたします。 

 加藤勝章副部長兼保健福祉企画室長です。首席少子化対策監を兼任しております。 

 日向秀樹参事兼健康国保課総括課長です。 

 前川貴美子子ども子育て支援室長です。 

 加藤孝子健康国保課保健推進課長です。 

 千田浩晋健康国保課薬務課長です。 

 草木秀二地域福祉課総括課長です。 

佐藤和子地域福祉課指導生保課長です。 

佐々木浩一障がい保健福祉課総括課長です。子ども子育て支援室少子化対策監を兼任

しております。 

菊地宏明医療政策室地域医療推進課長です。子ども子育て支援室少子化対策監を兼任

しております。 

 太田栄時医療政策室感染症課長です。復興防災部復興危機管理室危機管理監を兼任し

ております。 

齋藤晴紀子ども子育て支援室次世代育成課長です。少子化対策監を兼任しております。 

久慈一広医師支援推進室医師支援推進監です。 

髙橋ゆかり医師支援推進室医師支援推進監です。 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 
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○佐々木宣和委員長 御苦労さまでした。 

 次に、医療局の人事紹介を行います。 

小原医療局長から医療局の新任の方々を御紹介願います。 

○小原医療局長 医療局の新任の説明員を紹介いたします。 

 宮好和医療局次長です。 

 尾形健也職員課総括課長です。 

 鈴木清志医事企画課総括課長です。 

青砥勝業務支援課総括課長です。 

福島京子業務支援課看護指導監です。 

久慈一広医師支援推進室医師支援推進監です。 

髙橋ゆかり医師支援推進室医師支援推進監です。 

 以上で新任の説明員の紹介を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○佐々木宣和委員長 御苦労さまでした。以上で、執行部職員の紹介を終わります。 

 これより、本日の会議を開きます。 

本日は、お手元に配付いたしております日程により会議を行います。 

初めに、請願陳情の審査を行います。受理番号第 19 号女性専用トイレの存続を求める

請願を議題といたします。本請願について、当局の参考説明はありませんが、３月 18 日

の環境福祉委員会における配付資料を、参考までにお配りしております。 

それでは、質疑・意見交換に移ります。 

本請願に対し、質疑・意見はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木宣和委員長 なければ、本請願の取り扱いを決めたいと思います。 

本請願の取り扱いは、いかがいたしますか。意見表明がある方は併せて御発言願いま

す。 

○福井せいじ委員 継続審査でお願いします。 

○佐々木宣和委員長 継続審査との意見がありました。ほかにありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木宣和委員長 継続審査との御意見がありますが、これに御異議ありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木宣和委員長 御異議なしと認め、よって、本請願は継続審査と決定いたしまし

た。 

以上をもって、請願陳情の審査を終わります。 

これをもって、環境生活部の審査を終わります。環境生活部の皆様は、退席されて結

構です。御苦労さまでした。 

次に、ＰＥＴ－ＣＴを活用した認知症検査について、現地に出向いて調査を行います。  

このため、現地調査後、議事堂に戻った時点で散会とさせていただきますので、あら
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かじめ御了承願います。 

 なお、連絡事項でございますが、当委員会の県内・東北ブロック調査につきましては、

さきの委員会において決定いただきましたとおり、５月 21 日から 22 日まで、１泊２日

の日程で実施いたします。 

おって、通知いたしますので、御参加願います。 

 それでは、バスで移動いたしますので玄関前まで御移動願います。 

〔ＰＥＴ－ＣＴを活用した認知症検査について現地調査を実施〕 


